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Abstract

Themechanizationofundergroundcollierieshasmoreandmoreurgently become

neededinJapan to-day.In order tomechanizefirst of allthecoalloadingwork

in thefaces ofcoal-minesin response to such pressing need,Weinvented a

new-typefaceloadersuitableto thefaces ofcoal-minesinJapan,andmademany

experiments withitin ourlaboratory and an actualcoal-mine･

At 丘rst,HF-1typeloader was manufactured as experimentalmachinein

laboratory,With which severaltrials were madein ourlaboratory･

Secondly,1n COnformity withtheresultoftheabovetrials,HF-2

designed andmanufactured a占thesecond experirnentalmachine

in actualcoaトmine,and many experiments were conducted pin

coalwith the said machine at Namazuda Coal-mine in Kyushu

t_rialssuch type of machine proved excellent and wellsuited to

mines where coalis usually mined throughthelong-Wallminlng

typeloaderwas

to be operated

actuallyloading

Island.On the

Japanese coal-

SySterrl.

Further,aCCOrdingto the result of the said experirnents,We SuCCeededin

designlngandmanufacturing thethirdtype,Ca11ed=HF--3Type Face Loader･''

Now,faceloaders of this type areworking smoothlyin coalqmines･

′㌻R敗戦後の【1フ4くは櫨々の萬かし-)州洪能率が世1∵L
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i､l二1緒 言

文明の進歩と共にあらゆる生産設鵬は日に月に機械化

されてゆくものであり､炭鍍に於けろ生産作業も又槻鈍

化されて行くのは自然のなりゆきである｡併し探炭､運

の現状を見ると､まだまだ他の部門に比して､その樅

械化が

ル､鎖托

れている｡巌近はコールカッター､コールドリ

の採脚こよって採炭は少しく撲滅化され､文

切勧コンベヤー､果iii､ベルトコンベヤー等の採用によ

って運搬系統も少しく機械化され出炭餞率も●かなり上射

して禿た｡

辛目尭製作所亀有二1二場

Lこいる､〕年制こ撒糀化の進んでいる耳牒如こ比して-･人富り

のf_l協主髄率は1′ノ10日~~卜亡ある｡現在の 業界の惰

札ても日本の炭錬はヰ､つと掩械化してか業合理化を計r)

ねはならないことは則らかなところである｡

た′焦らば現在の採炭作業中で最も先に何を機械化せねは

なr)ぬであらうか｡

採炭大の8時閏勤務の時間併発を行って見ると､最も

多く時l~ま盲iをとっているのが頻られた石炭をショベルにて

一戸漬する作業で､就業時間中の30-40%(])はこのショ

ベル作業である｡しかもこの作 はエネルギー代謝率

5】3(2)に及ぷ高率の重労働~~〔ある｡之が機械化の れてい

るのが日本の‡てl一戯能率の低い一原因である｡之が機械化
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ほ我観でほ紘戟後備く叫ばれるに至つ吏｡そして石瀕

立

(現在の資源酷〕を始め業者蚕そびに諸メーカーがこの機

･服化のためローダーの研究を始めるに至った講である｡

I-(1)ローダーと出炭量

切羽の積込機を機械化することによって採炭大の勢働

竜ほ と同時に出炭髄率の同仁することほ想像

するに難くない｡井関は積込機を蜜川化した最も早い園

である｡この機械化によってどの佗の出炭熊率を檜した

かは第1表3)に示す通らである｡この表ほUS Bureau

OfMine の調査で~∴年11上回--･の機械化方式を全出炭

第1表 搾械化と出炭能力

豊の75～100%に対して採川した炭鏡について調査した

ものである｡この を見て判る様に機械化することによ

ってモビルローダーでは 50%11ヒも扇部年増加してい

る｡ダックビル(シーカーコンベヤーの一尖端に積込川の

舌をつけたもの〕でも23%に近く､ピットカーローダ

ーはフェースコンベヤーと間接20%l･こ満たないが出談

が増加している｡スクレーパーは蜜に75,5% も檜加し

ている｡スクレーパーは大抵罷 の恋い特殊な條件の友

坑で採用されたものである｡ローダーによる切羽に於け

る積込能率ほこの表の値より遠かに大であることほ勿論

である｡この表は茨鍍の出次の結合能率であって､20～

50ク盗程度のJ_t儀能率の向上ほすばらしいものと云わねば

ならぬ｡

Ⅰ-ぐ2)外国のローダーの情勢

(A)栄 国

幕閣は前述の如く7∴-スローダーの最も廣く抹川さ

実
働
機
械
台
数

許 論 第32巻 第3競

ズLている閉てある｡今世紀の初めから種々の考案が米閣

に於て主として出されたが＼戯く賓川イヒするには至らな

かった｡賂-▲次大戦後の不況働け木程込作業の 械化が

妻達するに至った｡第1圏(`t)は最近の米闘のローダーの

増加の傾向を正していろ｡モビルローダーは鷹倒的に毒

年 次

第1闘 米陸=こ於ける各種ロータ㌧の責働童歌

Fig.1Number of Workingloaderin U.S.A.

も多く又年々増加している｡メーカーとしてはJoy,

Jeffrey,Goodman,Clerkson及Myer-Whaley龍等が

ある｡ダソクビルも近年著しく墓敬を檜加しているのが

判る｡この両者は米観で戯く採用されている桔房式探茅之

■方式に最も適合しているためと考えられる｡第1圃にて

ピットカーローダーが著しく減じていることは注目に僻

する｡

趣く最近は採炭と積込とをF舟一の機械で行うことの出

来る所謂Continuous Miner の型式のものが市場に出

現するに至った｡JoyのContinuousMiner:5)やJeffrey

のColmolこ6)はこの櫨のもので採炭槻械化が一段と進歩

したものと云うべきである｡

(B〕英 国

7コニ･一スローダーは第~二次世界大戦が始まる前は米国

H外は何靂も矧-『イヒするに至っていなかった｡併し害胎

研究は英国､燭乙を初め各所で行なわれていた｡英観で

は第二次世界大戦が始まると共に出茨量の増大が唱えら

れ眞釧こ之が研究が亜められた｡米懐のJoy 祉のロー
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ダーの型式のものも賀川化されるに至った｡併し注目に

値するのは我国と同じく店く採用されている長壁式採

炭方式に適するコールカッターとローダーを一腔にし

て所謂カッターローダ㌧が成功を収めていることであ

る｡(7)＼8〕†皇りA.B.Meco-Moreロ,ダpがそれである｡

(C)喝 乙

燭乙では採炭は寄ら長嘆式を採川しているので英国と

同様にカッターローダ⊥の型式のものが第二次大磯直前

頃より Eickoff,Rhehpreusen,Demag Westfalia

等~10)にて考案され大戦中位川されたと云わかている｡

叉コールプレナ←〔或はコトールプラウ〕と解する岩壁を

刷ると共に持込みをすろ新刊式のものも多数案出され研

究された｡(1りこのコーールプレナ←ほ菜園でも最近

ている様である｡′12)

作し

以上の如く外囲のローダ㌧の研究並びに使用の情勢は

こゝ十年程の間に著しく進歩している｡

ひるがえって日本でほ前述の如く終戦後漸くこの間題

が取上げられるに至り､異鍍機械メーカトの各社が競つ

て 作し研究している状態であろ｡外 に於いて成功し

ている型式をその焼成抑こ取入れることほ探英昭作が萌

しく異なるため必ずしも有川ではなさそうである｡玄玄で

我々は日本の炭屏の 構や採炭方式を喋く調査した結果

外囲で成功lノた刊式をその様瀬入るることは探茅主慣件が

異なるためむLろ不利である｡我

ばならぬと云う結 郵に論 した｡

粗略のものでなけれ

トイ㌃)日本の切羽に適するローダーの條件

ローダーは作業個所によって掘進用ロー牒㌧と切刻

(フェース〕用のローダーとに分けられる｡作業方法が

異なるため同一型式のローダーで兼用することば

･一殴に複雑になり必ずしも有利ではない｡叉切羽と云つ

ても各茨炭によって千差苗別であるから何れにも適する

ローダ⊥を作るこ

の平均的な切羽事

有料と ない相談である｡従って我園

に通する･如護持トーダーとして考えね

ばならぬ煉件を一應考えて見ることにする｡機械工業技

術委員禽鍍山機械審問委員禽として次の慣件を提案して

いる｡(13)

〔1〕現行の採炭法に封して本質的欒草を行わぬこ

とD
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〔2)切羽の傾斜は16虔程度まで使用出来ること｡

ぐ3.)積込容章は毎時50ton程度とする｡

〔4〕機亀の外廓寸法は幅600mm高さ1000mm程

度若しくはそれ以下とする｡

(~5)臼 ほ軽く1､2ton程度とする｡

(6〕切召割こ於ける支柱の障害を考慮に入れること｡

〔7〕出来れば全鰹を3部分に分割して現地で組立て

られる様に設計すること｡

J三lヒの 喋件の他に坑内用機械として有すべき條件例

えば頑丈であること､取扱い容易で且つ故障せぬこと､

原動機が電動機の時はl耐爆であること､文耐水的である

等々は勿論考えねばならぬところである｡我々もー鷹

このl]標に合う様に切羽ローダーの試作折究を始めた｡

〔ⅠⅠ〕日立式フェースローダー

我園で贋く採用されているのほ長壁式探茨方式であ

る｡この時の切羽でコールカッターを利用しているとこ

ろを一一よ 7rスロ←ダ㌧を考えることにし

た｡この時の切羽では先づ=Ir-ルカッタ一に依って炭層

の下部にすノうゝし(載)を入れ､綬破をかけて破砕され

た石炭の塊を岩壁に平行に置かれているトラフの中え従

来はショベルで積込んでいた｡トラフの中にはチューン

コンベヤがあって石炭を肩より探え運んで坑外え抜出し

ている｡これが一般の方式である｡

このショベル作業を機械化するフェースローダーは勿

論前節の諸塚件に出来るだけ合致し且づ我国の ∵い炭層

中でも使用出来ることを狙った｡このため茨壁に沿って

ロrダ⊥を前進せしめ､石炭塊を一方え掻寄せてトラフ

込ませることにした｡

損害せ機 としては簡軍にして頑丈といふ研から第2

圏の如き2本のクランクで爪箱にクランク連動を興え之

に爪をつけて石炭を岩壁う､Fフトラフ例え押しやることに

した｡この董

17 -

構は共闘のHuwood,(71)猫乙のDemag(1O)

と同様な型式であった｡

トラフは普通300mm位の高さがあるので､斜面即ち

シュートによって石炭を押上げて之を港口からトラフえ
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第2間 接き寄せ亜びに措込機構〔HF-3型)

Fig.2 Gathering andloading Mechansim

流込むことにした｡

IIく1〕モデルによるテスト

箋
≡三

論 第32巻 第3渋

以上の掻寄機構をモデルを作って賓験したるところ､

この原理で可謂なことが判ったので工場内の

1型を試作した｡

lト〔2)HF-1型による研究

〔A〕■Hゼー1型の設計々妾

瞼機HF-

モデルから得た目安によって工場内賓駿機HF-1-型を

第2表に嘉す様な主要仕様を一腰の目 として設計した

(第3圃参照)本城は掻寄せ部と後押部とからなり､前者

ほモデルと同様な掻寄機構うゝらなる｡彼老はキャタピラ

による移 機構で前者を押すものである｡原動機は何れ

動磯である｡

〔B)ⅡF→1型による 鷺漆及格

HfLll挫こよる賓駿の閣過について概略する｡｡

しa〕移動方式

------Z詑ダ
ーーーーーーーーーーーーーーー一 汁

■

R
_私感-∫

■

遠/≒帯∃

､戯十草･--.~■キミ

仁一-･壷寅--1■

】】

『【

】
】

F
-1-

l

瀧 l

■｣~~~~や~~~!~~

〕一伊■･:

札止■Ⅶ

中

l

■--↓T-4 弓 もー
■ ふ

声⊥
_______ヰ

q

】
Q

l ･ ｢
■

■裟退､/
~~｣//

第3闘 HF-1型 切羽 ロ ー ダ ←

Fig.3 Face Loader:Type HF-1.
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第2表 HF-1型の主要仕頗

HF-1型は一腰キャタピラ式になっているが寮監に揖

せ部で石炭を掻寄せ炭をトラフまで斜面に って押上

げるカを測定したるところ､ローダrの推力は1toIl以

上必要であることが判った｡それで我国の如き天娯が悪

く坑木の乱立する狭い坑内では大きな 械を持込むこと

の困難なこと及び切羽が一般にかなりの傾斜のあること

も考えて後押機にキャタピラ方式をとることは不利であ

ると云う結論になった｡従ってローブ牽引方式を採用す

ることにした｡

(b)積込方式

揺寄せられた石炭をトラフの高さまで押上げる方式と

して定置せる斜面えブルトーザーの如き排_卜板で押ヒげ

る方式とか､ベルトコンベヤーで押上げる方式とか､或

ほ高速ベルト方式とか色々資駿研究設計が行われた｡し

かし斜面の部分を第2園の様に掻寄せ部に同定するのが

一番よいことが判った｡之

ほ掻寄せる爪の反カとシュ

ート部の反カとがバランス

して機械全捜を動揺せしめ

ず操縦性がよい｡叉簡単で

あること等の刊粘があるか

らである｡

掻寄せ機構で爪箱が囲運

動する時､一部石炭を校え

押して蔑して行くのを防止

すると 時にシュートから

積極的に石炭を押出させる

ため 脇結果とLJて第2閻

第3表
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の様に羽限を取付けることにした｡之は一端は爪精と共

に国運動し､他端はシュートの 壁に滑って直線運動さ

れるものでてあ一)て非常に有効であった｡

(セノ)爪の大きさと形状

掻寄せ部の爪の大きさ及び形状についても種々試作し

賢験した｡爪は大きい程掻寄せ量は大きいが利害得失は

大差ないものの様で工場内賓蘭ではこの程度しか判らな

いので賓地 陰に伐つことにした｡

ぐd)クラ/ク回塘数

クランクの回軸敬は30rpmと∽rpm の二種を作つ

たが大敗60rpmの方が通常である

ぐe〕所要動力

オシログラフを使用して 】

であった｡

ロープ

の張力､前進速度を測定研究して所要魔力を求めて見

た｡ロープ張力は普通状態では1ton程度で前進速度

21n/min位がよからうと云うことになった｡掻寄せのみ

では数. 力でよいが､P←ダ全迫として所要の動力は積

込春着00ton仲rでは一腰15ffで足りるという結論に

なった｡

(f)文枝を交わす方式について

長壁式採炭に於いてほコールカッターにてすかしを入

れた後カッター持と群する支柱を建てるのが普通であ

る｡ローダーを運輸するに常っては､この支持を隔てゝ

向う側にトラフが設置される｡従ってローダーから如何

HF-2型切羽ローダーの主要仕様
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第4纏IHF-2彗当 りJ胡口一夕■-

Fiきざ.4 FaceI.oader:Type HF--2.

にして衆をトラフえ辿緯的に流込むノウ､はローダ∵とl

は大きな関越である｡

〔

工場内に模擬の切羽を設置してこの支桂を隔てゝ如何

に積込みをなす∴う､研究を行った｡一一際支柱の間に板を敷

く事によって機械的に解決し得る見通しがついた｡

〔g〕操縦性

ローブ牽引式のため操縦性に関してはかなり問題があ

る笥である｡しかしコ←ルカツタ←については巨引ここの

方式を採用しているので､嘗地使用に宙ってT｢夫するこ

とにした｡

以上諸項目について蜜駿的研究が取纏まったので､ し

の結論に基いて蜜地試験用機として HF-2型を設計す

ることになった｡

H-(3)ⅡF-2型による研究

HF-1型による草陰

ーダーの寅用的偵

果に基いてこの時のフ_,ニースロ

の有無をテストし､次の商品設計わ

資料を早急に得る巨柑勺でHF-2型が 作された｡従つ

て坑内で色々なテストが行える様に飴分と思はれるもの

も多数備えられ叉耐久性もー-･部犠牲にする位卯Jつめた

設計を行った｡叉出来るだけ早く取纏めるため､

は駄製品を利用した｡

(A)ⅡF-2型の仕接と構造

動機

主賓な仕様は第5表に試す通りである｡その外碗ほ第

4圃の通りである｡

許 -シ′､
河和 競3為巻32第

第5調 三菱鍍業隠田炭坑第三坑々内園

ド桓.5 Shaft jn Namazuda CoalMine of

れIitsubishiKoggo Co.

用羽中面回

第6組 32片柵′ド面副

1√ig･6 Plane of32nd coalface･
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第7固 炭桂踊

Fig.7 Section of

Coal1ayel･.

HF-1型に述べたと同じ掻寄せ機構か左なるジブ部､

油動移 を司るフィード部､モーター､及びシュー

ト部の4部り､らなる｡ジブ部は杭込作 按ローダーが後

退する時一一方のクランク軸を中心として掛軸こ回輸しl司

宝することによって械捜の幅が1700m11つかr)75Umm

にすることが出来る構造になっている｡移動機柄ほ一端

を遠方に同定したロ←プをドラムに措き取る方法を採用

した0ラチェット減速装置を用い-こドラムを回鋳せlノめ

多段 速を容易ならしめて芳.る｡之は賓胎機であろので

切羽断面阻

カッター使用中

ローダ｣便円後

第8親 切羽断面同

Fig.8 Section of the coalface
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斯様にしたのである｡前進揆退共に脅4段あり､掻寄せ

帽は17'UOmm とし樺腔の高さは 950ml一丁 となってい

る｡後妄即寺にほシュート垂宙に立て上げるか或は取悦し

又ジプ部は前記の如く直軸こ方向を廻すことによって機

幅を著しく鋏めろことを可態とした｡

帥腿機構を用いて機陛の前部の爪部を穴三石別々に上下

に動かすことを可髄にした｡術後脚を-一本としてその方

向を舟の舵の如く刺小すことによってある程度の操縦性

がよくなるのでないかと思って設置して見た｡

20汗を用い全備重畳2tonである｡

rB〕HF-2型による賛地坑内試験

〔a･〕試駐條件

機は

テストは三菱駄業船田混練〔示白岡解飯塚市)の第3坑

窮二卸左31片戻梯及びん32片戻梯で行うことにした

(第5圏及第6圏参照)この卸羽の新三尺厨の猫~f岡は

第7圏の如く出丈1-45m,渉と丈0-9m,傾斜120,切羽の

長さ･夫々301--及80mである｡上~｢盤共軟質頁岩栴々

.暇紛ごあろ｡坑内嵐皿23じCでガスなし､この助詞刻まロ

ーダー専用の純テスト矧鋼でほなく生産稼

って､その一部でテストを行うことにした｡

この切羽の従来の採炭方

の切羽であ

はコールカ
ッター(月立

40fi)コー′しカッターHC-E`10型)で透戟後妻破釘落L､

手杭でチェ‥/コンベヤーに流し､片矧まェソドレス次郎

運搬である｡そしで一一口3交替即ち---▲方(カケ〕採搬､

--･方繋理(充塀､コゾべヤー移設｢､-一万休止となって

いる｡

切羽に於けるローダー､支持の関係ほ第6圏の平面圃

唆び霹8圏の闇値脂に正す通りである｡この切羽で約2

ケ月に亘って貨地位川の研究を行った｡

HF→2刊の主な研究目的は

･しイ〕探茅三方式の邁應に関する研究

しロ〕 ローダーの 挽

し~ハ〕積込性郡試験

の三つである｡

;に関する研究

(bJ採炭方式の過密に関する研究

すべて槻械化に留っては機械メーカーとその使用者側

とが7_たに理解し歩みよって始めて成功するものである｡



166 昭和25年3月 日 立

HF一月型は一應現在の採炭方式に大迫適合する様に設

計されたのであるが､同時に採景方式も叉ローダーに合

せるにはどうすべきかを

た｡

掛こ置いてテストを害施し

〔イ)トラフの位置:一 従来の普通採炭ではチェー

ソコンベヤの るトラフはショベリノダ■の都合上一一間摘

てた間に敷設されていた｡然るにHFr2型のローダーで

は掻寄せた炭をその健シュートロから落すのであるから

トラフはシュートの直ぐ傍に持って来る必要がある｡そ

れでトラフは従来の闘係位置より-一間だけ進ませること

が必要とチ(り第8圃の如くなった｡之は古洞(フルト

ウ)(採漠し終えた側を切召祁こ封して云う〕の充環を一

間だけ早く出来ることになり保安上反ってよいことであ

る｡

(′ロ〕支杜の入れ万:一 従来はコールカッタ←のす

かし作業後直ちにカッター持を打って行く｡採羨方が次

に妻破してショベルで積込んで本托を打って行った｡-コ

ーダー積込の時ほカッタ←桔の柱打の時期をずつと

せる方法或は一度打ったカッター桂をローダ←の通過の

時取除く方法等があるが､培駿の結果は天盤の状態悪く

阿れの方法も危険であった0結局従来のまゝの支持を打

ってHF-1型の時と同 にシ1.-トとトラフの間に薄め

受板を渡して琉込む方式がよいことになった｡然し賓際

険の結果はその受板も不必要であることが判った｡

(ハ)宗達り:一 積込みよい様に岩壁を政絆するこ

とを袈造りと云うのであるが､このために次の様な封策

を行った｡更破ほローダーの前進につれて3乃至4間毎

に1･5mの傑さで1･5m の間隔に千鳥に穿孔し､叉ダ

イナマイトの量を従来より2借にすることによって大塩

この切羽やは良好な曇鍍が出来た｡又先山をローダ㌧の

前の方に一人配置せしめて､ポタを取除いたり砕いたり

してローダーの連綿を囲滑ならしめることが出来た｡シ

ユート落し口､_シュ←トの支え ､羽棍､爪等ローダー

についても一部改選を行った｡爪の

のを第2圏の

(ニ)鴎威

形j は角形であった

に鋸歯状にしたが効果的であった｡

一

口ーダーの通過後若干次が蔑つ

た｡この寅陰をした1.45m の山丈のところで残茨は全

評 論 第33巻 第3架

炭竜の10%に及ぶものであるが､トラフを少々工夫す

れば5%イ立に滅ずることが出来る｡しかしこれ位の蔑炭

淡いは 際では大した問題ではなかった｡

〔ホJ人員の配置:- ローダー運輸の人員配置ほ次

の通りがよいことが判った｡臣りちローダ十運輯手-一一名､

先山一名､杜釘及後援ひ二名､材料万一一名である｡

(c〕操瀧性の研究

本機は一一本のロープ牽引であるため､眞直ぐに所要の

方向え前進せしめるためにかなり困難ではないかと心配

したが､賓地に使用して見るとコールカッターと同技に

｢キリバリ｣を用いることによって容易に思う

が出来ることが確認された｡

に操縦

ぐイ〕前進の挫敵性と速度:一 前述の如くキリバリ

篭の凸出部と支柱､天盤或は叉衆壁の間に前進方向

に封して或角度英 らせることによってロ･-ダーを左或

は右え寄せることが出来て､坑内でほ賓に巧みに且つ簡

単に思う様な方向え前進せしめることが出来ることを確

かめ得た｡前進速度はHF-2型では0.5-2.Om/minの

4段に欒適し得る様になっていたが､寅際ほ 0.5､2_0

叫ノ皿inの速度でよかった｡叉1)5m/min以上はむしろ困

難である であった｡絶えづ應寄せつ前進するのが望ま

しいのであるが､賓際ほこのt_1_1丈の切羽では後述の如く

前進を止めて掻寄せのみを行って積込む時間が維積込時

間の60%を占めていることがわかったb この野宿から運

輪中 適することは殴り必要でないことが確 された｡

(ロ〕爪の上1ごと操碑性=一 丁娯の凹凸に艦じて爪

の下面釦ち掻寄底面を盤に拾ほしめる様にするためHF

ー2熱では前脚2本を別々に浦 操作で上7孟同節可髄なら

しめて置いた｡後脚の操縦による方向欒換ほ 駿の結果

不髄と判り､キリバリのみに依ることとし､械鰹全捜を

一枚のスキッドにのせた時も同様にスキッドを上下動す

る様にしたが､結果は上下せしめうることが頗る有効で

あることが確 された｡

〔ハ)一寸バックする方法:一 前方の陰れた松岩や

未讃破の次に突菖ったり或は其他の作業の都合上一寸パ

ックしたいという場合がある｡本機HF-2塾ほ構造上.

ロ←プを絞めることが容易でなく叉ロープの張替えが手
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問どる等の故鮎があった｡

ロープさえ めばローブのアンカーの位嵩を動′う､さrl二

くても爪の同軸の反力で【一一寸バックすることも可召呂であ

り､叉ドラムにキリバリすることによってバックするこ

とが容易であることが判った｡HF【3刊ではこれl二Jの軌

慮し改造することが必要とたった｡

〔ニ)操作ハンドルの時頼と位置:一 操作ハンドル

は(i)出来るだけ少く､〔ii)簡単に操作出来､(iii〕掻

せ部の運動及び積込状況が注疏し得らかる付置で､

(iv〕せ全な位置にあること､(■Ⅴ)戯丈であるため樅胃豊

から州f二iしていないこと等が必要條件であることが刑つ

た｡HF-3型ではこれらの熟も考えねばならぬことを碓

めた｡

〔d〕積込性能試墳

弗4

167

以上述べた状況の下に約---･ケ月に亘って積込性能試験

を行った｡その結果を示すと第4表の通りであり､それ

を閲読すると第9圃乃至第12圃の迫りである｡

闘では揖軸に薄綿の日附をとつてある｡

(ニイ〕運蘭矧甘一 記鎌を放った時聞(大鰹探卿寺

閃)ノ■魚-コーダ㌧を操縦するに必要な時間プ≠(例えば

大塊ポタ除き､過負荷によるロー∵ダーの停止時問等を含

む〕正味積込時間7｢ム〔ローダーのシュー1トロより寓際

に鋸の流れ出ている時間〕を載せたものであろ｡

(~ロ)蓮禰良好率(第9圃)

運蛸良好率とほ ノ1ノ･′■ノ1FXlOOを云うので､固カキの如

く【]を縛るに従って上昇している｡之は蓮綿の良好さ蜘

ち芽;造り及び運輸の習熟を示すものである｡大隠£0%

に珪していろが此の程度が限度であろうと思われる｡

i‡l立HF-2型別働ロ 続成纏運ダ∴
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第12瞳IHFr2型 ローダーの正味積込時間の分析

Fig.12 Time Studyfor netloading

time ofloader.

(ハ〕積込進行距離:一 本沸の長さ80mの中､扁

20-30皿に於てテストを行ったので､19J3mを最高と

している｡硝普 採炭と同時に行った時は面待時間等の

都合で同一沸を2日間で上っているので進行距離も少な

い(1/20,1/21,1/24,1ノ/25〕｡

(ニ)平均前進速度〔第10圃):-一

(i)平均積込前進速度:--:rIγ=ノ′ノけ'〝 を云い日

るに従ひ増加して次に述べる71に接近して行くの

は運鴫技 の向上を託すもので現在大豊0･2叫･/minにな

っている｡

(ii)正味積込前進蓮度‥一J'ム=･りrムを云い平均

0.3m/minである｡1ノ8にJlが大きいのほ手積採次が

関係している｡即ち堆横石炭量が少なかったことに厭関

していると思われる｡

(ホ) 〔第11圃)

積込函数をれf′,γ1で割り ton舟r で表はしたもの

が夫々平均 込儲力 q.F,正味積込能力(互 である｡但

し一面潜りの原茨歪竜を 0.9ton とした｡qアは平均

20ton舟r,Cムは平均40ton仲r となっているが短時間

富りの髄力としては80tonノhrを越えているものと思わ

れる｡一一應所期に近い竃旨力が得られた0

〔へ〕拭寄前進と掻寄のみの時間の割合(第12園):-

ローダーとしては､横笛せつゝ前進することが望ましい

のであるが､71を分析して見ると､掻寄前進の時間ほ
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(56%〕(･18■5%:

`10%で､掻寄せのみの時間が60%を占めていることか

わかった｡

■･きl･●l
作∴.L に向の件憬

よって-･-･一厨よい成績を出し得ることが期待さかる｡

(ト)∃卦放待時間:- 採炭時間中､ローダー以外の

事故の闇に､ローダーの椙込を中止せねばならぬ時間

ノ17 が平均して59% もあり､その日･1【瑚寺時間が全迫の

38%を占めている｡絶じて拒搬発統の事故による待時

i了_ijが47.8% となって居りローダー採炭に対する歯向の

大きな院路となっていろ

(チ)所要馬力:-

がわ.トる｡

片鮭に於けるスヰッチ座の電流

計で測定した｡ロ←ダ㌧の使用 流年均は大塩 33Amp

位で最大120AIⅥp であった｡桧岩こ爪が突常ってモ門

ダーが停止する時もあった｡

所要馬力を概算すると平均16肝程度を額しているの

であるが､過負蘭を恐れて停止せしめねばな｢)ぬことが

歴々ある讐占う､ら考えて現在20肝モrタrであるが､も

う少し容量を増す方がよいのではたいかと思われた｡

(県)ロープの 力:- ダイナモメータ←(日立コ

ールカッター用)を用いて運輸中に測定したが平均1～

1･5tonの敵国であって最大3tonであった｡

(C〕昔亙F-2型による出炭竃真率の向上の推定

以上のテストの成績かL●ノ本ロ←ダーを賀際に托
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させ

ることによる出炭笥旨率の向ヒ割合を推定すると第5衷の

様になる｡即ちSOnュ切羽を∴方運拘することは直ちに

日東ることでその場合普通のショべり/グ抹矧こ比し～_†I

淡儲率は75%埼となる｡同じf一帖封こ糾しては人員ほ

58%で足りることになる｡又60mの切朋を一方で採炭

することにすれば積込速度から見て難Lいことではなく

臼錫之髄率は7d% とたり､人員の方かち考えれば41%

少くてよいことになる｡更に80m切羽を一方で行うこ

とも必ずしも難事でほないと思われろが､そうなれば倍

の山㌫瀧率とたる｡

(P)難F-2型の鷺駿語長による結論

本試験を通じ結論として確認されたHfL2狸里の特長ほ

次の通りである｡

(a)指屈採炭の可謂性の増大:一 兵壁式採炭方式

をとつている切朋では充分梗月]さjL得ることが確認され

た0 ローダ←の機高は日立式の切羽ローダーは特に供い

のでFi本の茅主肘串翻こ適していると考えられる｡掛こ高

さを低くし得る可儲性があるので､しj_l丈0-8111位の-観相

採炭を可髄ならしめうる｡此の結果は祝執を若返r〕せる

ことになる｡時に■蓮肘ほ桝械採炭によって採炭利潤戒壇

人させ得るクJであろ｡

二1)1採炭▼方式や桂打もは従来の才ゝても便月二JⅢ乗

る｡

し二cつキャタピラ式等に比しロープ牽引であることは

炭層の傾粛肺患でもイ刺=l]可蕎呂なl-Jしめる｡

(d〕稲造が威丈で落賂及び苛酷な取掛こもl耐え得

る｡こみ頚はテスト期間中に一度落盤で理めrJれたが何

等の故障もたかったことか存確信が得｢)れた｡

(e〕取扱が罰町ご 蛸｣二特別なコツは不要である｡

(f)云うまでもなく頚骨働を軽減L.少くとも70%

はf_l一戯檜加を訝らす｡

〔g)-下盤の凹凸に封しては､油陛機構により掻寄せ

部を､上下させて囲滑な渾車軸;出凍る｡

(h)切羽の勝手違いの時ほシュートを欒えるのみで
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第6未 HF-3畔=』朋ローダーの主要仕様

論

ジブのカ向をk封こすれば

その儀で使える｡

(i)性音別ま大迫預期の

ものであった｡

lI-〔4〕耶甘-5型の設

計

以上H上J-2型=こよる蟹地

坑内蟹敏の貴重なる結果に

基いて､商品設計と して

HF-3型を設計した｡多量

製作向きに又耐久力に富む

ものにし細部に亘って一層

性能向上を目指して改造を

行ったのである｡

HF-3到の仕様と構

造(第13閻,第14圃参

照):一

主要の仕様は素6表の過

りである｡HF-2型と異な

る主な警占は次の通りであ

る｡

(a)電動機⑳は全密

閉耐爆型の30H】として摺

第32巻 第3景虎

捜の中央部仁靂置し､コトールカッタ

ー〔HC-E･10)と同様に箱型にした｡

強ブJこなったので積込髄カは一一段と

増加させ得る｡

し~b)移動機

ールカ･ノターと

であろ｡前

麿)は日立40H〕コ

様に歯車演連桝構

速度は1m/min 標

準とし､l_【_はに

組合せを

5.5m′■min

じて内部の歯車の

とによって低速

高速の時15叫ノrmiI-の速

度が得られる様になっている｡後退

は8m/minの速度である｡ロープ括

胴は水平にし､上部に一個買いた｡

(c)操作ハンドルほ中央の上部
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第13励 HFr3聖切勿ロ←グーの寸法薗

Fig.13 Face Loader:type HF-3.



炭礪川の｢l二よ式フェースローダ←

鴇14固 HF-3型の外概

Fig.14 GeneralViewof FaceI･Oader=

Type HF-3.

に配置され連破をかける時ハンドルが炭をかぶるのを防

ぐためカバーをすることがⅢ乗る様になっている0

(d)下面ほスキッドとしている｡スキッドは前部が

上下に又左右別々に沖
l 勤し得る｡

(e)扱高が610mm となって しく低く薄暦採炭

(山丈0.8m位まで)も可育割こなった｡

(f)全捜がガツチリとして坑内機械とLて一層頑丈

にした｡突出部が殆どなく落盤で暇令埋まっても壊れる

ことがなく又塀出しも容易な

(`ⅠⅠⅠ〕結

我

造となっている0

盲

の衆鍍事清に適したフェrスリーダーがないのを

邁感として､茨鍍磯城メーカーとして目立が関白の構想

の1ごに数年に亘る研究の結果設計したフェースローダー

を昨秋HF-3型とLて完成するに到った｡その研究陣

過を概略記し関係者方面の御参考こ賛する次第であるo

HF-3型使用による賓債のすばらしいものであろうこと

は碓 のあるところであるが､之については今後報督す

る槻禽があると思っている｡

本研究に常ってG.H.Q.の Ba汀y氏､Caroll氏､

Steel氏､HF-2型を買上げられた現資源庶特に原約

長殿の絶大なる御援助を得た又直方救護所の毛利氏､東

大の水田先生の御指導を得たことも多かった｡

171

熱心に我々と協同してテストに菖って戴いた三菱漁業

鮫田炭鍍の関係者脊位に依る文字通り鮭貪を忘れての御

協力は感謝に堪えないところである｡以上各位に封して

謹んで厚く御鵡申上げる次第である0

このロ｢ダーが今後の日本クニ錬 糾ニーー大光明を輿え

ることが出来れば日立として幸い之にすぐるものはなく

我々はその讃展を所るものである｡
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